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各  位 

会 社 名 株式会社城南進学研究社 

代表者名 代表取締役社長ＣＥＯ     下村 勝己 

（ＪＡＳＤＡＱ・コ－ド４７２０） 

問合せ先 取締役常務執行役員ＣＦＯ 杉山 幸広 

（ＴＥＬ.０４４－２４６－１９５１） 

 

特別損失の計上及び 2020年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2020年２月７日に公表した2020年３月期通期連結業績予想を下記の

通り修正いたしましたのでお知らせするとともに、2020年３月期第４四半期におきまして、特別

損失を計上することとなりましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．特別損失の計上について 

予備校校舎の統合による追加費用を校舎再編成損失引当金繰入額として21百万円計上するとと

もに、直近の動向を踏まえて中長期の見通しについて精査した結果、映像授業校舎及び個別指導

教室の一部において固定資産の減損損失58百万円を計上することといたしました。また、子会社

である株式会社アイベックの今期業績の動向及び中長期計画の見通しについて精査した結果、将

来キャッシュ・フローベースで当初の計画を下回ることとなったため、未償却ののれん残高を一

括償却し、減損損失として73百万円を計上いたします。 

 

 

２．2020年３月期通期連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前回発表予想(A) 
百万円 

6,783 

百万円 

△641 

百万円 

△626 

百万円 

△667 
△82.94 

今回修正予想(B) 6,742 △704 △688 304 37.77 

増減額(B-A) △41 △63 △62 971 - 

増減率(%) △0.6% - - - - 

(参考)前期実績 

(2019年３月期) 
6,941 △385 △359 △540 △67.06 

 

 



 

 

 

３．修正の理由 

2020年３月期の業績予想につきましては、この度の新型コロナウイルスの影響などにより、退学

者の増加や春期講習の伸び悩み、前回予想から売上高が 41百万円の減少となりました。利益につき

ましては、売上高の減少に加え、インフラ費用などの増加により営業利益が 63百万円の減少、経常

利益も 62百万円の減少となりました。 

また、上記１.の通り特別損失を計上することに加え、2020年３月 16日に公表いたしました「固

定資産の譲渡及び特別利益の計上に関するお知らせ」の通り、当事業年度において、不動産譲渡に

よる固定資産売却益を 1,178百万円計上することとなったため、親会社株主に帰属する当期純利益は

304百万円となる見込みです。 

 

 

４．期末配当について 

期末配当につきましては、１株当たり10円から変更はございません。 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


